
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆単元の目標 
 具体的な事象の中から，二つの数量を取り出し，それらの変化や対応を調べることを通して，一次関数について理

解するとともに，関数関係を見いだし表現し考察する能力を養う。 

◆単元の展開（全 19 時間） 

学習過程 児童生徒の思考の深まり 
指導のポイント 
他教科等との関連 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
■生徒にスマートフォンに係る利用
状況や携帯電話会社について情報
交流をし，先生が最近携帯電話の
買い替えを検討していることを踏
まえ，パフォーマンス課題の提示
をする。 

■単元の終末で，実際に先生に提案
をすることを予告しておく。 

 
■なるべく通話時間と月額使用料と
の関係を表や式，グラフで表すよ
うにさせる。 

■既習である，比例や反比例の特徴
にも触れておく。 

 
 
 
 
 
 
 
■これまでに学習していないグラフ
もあることから，まずは一直線で
表せる一次関数の事象を例に考え
る。 

■容器が空の状態から水が増えてい
く場合と，始めに水がたまってい
るところに水が増えていく場合と
を比べさせることで，比例との共
通点や相違点を出させる。 

■この問題を，一次関数習得の基本
モデルとするため，ｙ＝○ｘ＋△ 

 で表したとき，「はじめに入ってい
る水の量が△Ｌ」，「１分間に増え
る水の量が○Ｌ」という表現を定
着させる。 

■前時の振り返りの中で，水を入れ
てからの時間と容器に入っている
水の量との関係が一次関数である
ことを確認する。 

■与えられた表から，何に着目すれ
ば最も水の勢いの強い蛇口を判断
することができるかを確認する。 
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 携帯電話買い替え大作戦 

～ 先生に最適なプランを提案しよう 「一次関数」 ～ 
単
元
名 

【単元の概要】 
本単元は，一次関数について，関数関係への理解を一層深めるとともに，

具体的な事象の中から関数関係を見いだし考察する能力を養うことが目的
です。そのためにパフォーマンス課題として，携帯電話の買い替えを検討
している先生へ，最適なプランを提案するという課題を提示し，その活動
を通して一次関数の活用力の向上を図ります。 

 

学習指導要領における領域・内容  

Ｃ 関数 

他教科等との関連 

理科 

福山市立城北中学校 パイロット校 
〒720-0082 福山市木之庄町四丁目 1-1 
電話 084-923-0668 

 

【パフォーマンス課題】の
確認をする。 
⇒課題解決の方策の検討 

○携帯電話にはどんなプランがあるのかな。 
○先生の携帯電話の利用状況はどうなってる
のかな。 

先生に最適なプランを進めるためにはどのよ
うな情報が必要なのかを考え始める。 

課題の設定（１） 

 

情報の収集，整理・分析（９） 

 

○表や式，グラフで表すと何か分かるかな。 
○どうも学習してきたものが使えそうにない
な。これはどういう見方や考え方をすればい
いのかな。 

○これらの関係も比例や反比例のような特徴
があるのかな。 

未習の関数関係について，関心をもちその特 
徴について調べようとする。 

プランごとに通話時間と月
額使用料との関係を表や
式，グラフで表す。 
⇒未知なる関数の存在への 
気付き 

日常にある事柄の中で，初
期値をもち，その後一定の
割合で増加又は減少する関
係を調べることを通して，
一次関数の存在を理解す
る。 
⇒一次関数の存在への理解 

○携帯電話の通話時間によって一定の割合で
使用料が増えていくような関係を一次関数
っていうんだね。 

○容器に水が一定の割合で増えたり減ったり
する関係も一次関数なんだね。 

○比例の関係も一次関数といえるんだね。 

３つの蛇口から水を流すと
き，水を入れてからの時間
と容器にたまる水の量との
関係を表した表から，どの
蛇口から流している水が最
も勢いが強いかを考える。 
⇒一次関数の変化の割合へ
の理解 

○１分当たりに増える水の量で比べれば，どの
蛇口の勢いが強いか調べることができるね。 

○携帯電話の１分あたりの通話料金と同じだ。 
○一次関数では，変化の割合は一定なんだね。 
○反比例は変化の割合が一定ではないんだね。 

値の変化を単位当たり量で比較することを通じ
て，変化の割合に対する理解を深める。 
今までに学習した関数には，変化の割合が一定で
あるものとそうでないものがあることに気付く。 

これから学習する一次関数と既習事項である比
例・反比例とのつながりや広がりを感じ始める。 
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■３つの式ｙ＝２ｘ，ｙ＝２ｘ＋３， 
 ｙ＝２ｘ－３のグラフを表を 

基にかかせ，そのグラフから気付
いたことを生徒に発表させる。 

■３つのグラフは，ｙ＝２ｘのグラ
フを基準にしてｙ軸方向に平行移
動したものであることを確認する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■一次関数の式の傾きと切片により 
二つの点を決定することができる
ことを確認する。 

■切片が分数であるものや変域のあ
るグラフのかき方についても確認
する。 

■一次関数の式を決定するために
は，傾きと切片の情報が必要であ
ることを確認する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

■まだ表すことができていないグラ
フが携帯電話のグラフにはあるこ
とに気付かせ，解決方法を考えさ
せる。 

■ｙ＝－２ｘ＋１のグラフを見せ 
これは一次関数のグラフであるか
を問い，その後２ｘ＋ｙ＝１のグ
ラフについて考えさせる。 

■グラフや等式変形により二元一次
方程式と一次関数との関係やつな
がりを感じさせる。 

 
 
 
■ｙ＝２とｘ＝２は直線ではある
が，一次関数ではないことを確認
する。 

■ｘ＝２は，どんなｙの値に対して
もｘの値が常に２であることを表
してもいることを確認する。 

 
 
  
■連立方程式を解かせ，その解の意
味を確認する。 

■連立方程式は，二元一次方程式が
２組あり，グラフで表すことがで
きることに気付かせる。 

■グラフの交点がどういう意味をも
つのかを連立方程式の解を踏まえ
考えさせる。 

■解が無数に存在する場合，解が存
在しない場合についてもグラフを
用いて考察させる。  

情報の収集，整理・分析（３） 

 

○二元一次方程式を成り立たせることができ
るｘとｙの値の組をグラフに表すと直線に
なるね。ということは，二元一次方程式と一
次関数は同じものなのかな。 

○二元一次方程式をｙについて解くと一次関
数になるね。やっぱり二元一次方程式と一次
関数は関わりがありそうだね。 

一次関数のグラフの特徴を
調べる。 
⇒切片と傾きの理解と式・
表・グラフとの関わりへ
の理解 

○ｙ＝ａｘ＋ｂのｂの部分を切片というんだね。 
○携帯電話でいうと，基本使用料のことだね。 
○グラフでは，切片はｙ軸との交点の場所を
表しているんだね。 

○ｙ＝ａｘ＋ｂのグラフは，ｙ＝ａｘのグラフ 
 をｙ軸（たて軸）の方向にｂだけ平行移動し
たものなんだね。 

○携帯電話の通話時間と使用料の関係をグラ
フに表すとどうなるんだろう。 

一次関数の表・式・グラフの関係やつながりを
理解し始める。 

○表から点をプロットしてグラフをかくのは
面倒だな。 

○切片と傾きに着目すれば，簡単に式から一次
関数のグラフがかけるんだね。 

二元一次方程式と一次関数との関係やつなが
りを感じ始める。 

二元一次方程式のｘとｙの
関係を表に整理し，ｘとｙ
の対応する点をグラフに表
す。 
⇒二元一次方程式と一次関
数との関係の理解 

○二元一次方程式（直線）＝一次関数であると
いえるのだろうか 

○ｙ＝２とｘ＝２は似ているようで違うもの
なんだね。 

ｘ軸やｙ軸と平行な直線について理解を深め 
る。 

課題の設定（１） 

 

いろいろな二元一次方程式
について一次関数との関わ
りを調べる。 
⇒二元一次方程式と一次関
数との関係の考察 

 

○グラフの何に着目すれば式を求めることが
できるんだろうか。 

○切片と傾きに着目すると式が簡単に求めら
れるね。 

○式を求めるポイントは，傾きや切片又は，共
に整数であるｘとｙの値の組を見付けるこ
とができるかどうかだね。 

与えられた様々な条件の下で，最適な式の求め
方を見いだそうとする。 

連立方程式やその解につい
て一次関数との関わりを調
べる。 
⇒連立方程式と一次関数と
の関係の考察 

 

○連立方程式の二つの直線のグラフの交点と，
連立方程式の解は同じなんだね。 

○グラフの交点が分かれば連立方程式の解が
分かるね。逆もいえるね。 

連立方程式におけるグラフの意味や交点の意
味について理解を深め，一次関数の広がりを感
じる。 

【理科】担当教員と連携し，グラ
フの読み取り（変化の様子）に関
わる学習の際に，数学の学習内容
を活用させる。 
・ばねの伸び，融点・沸点（１年） 
・電流と発熱，電力と発熱，金属
と酸化物，飽和水蒸気量，気圧，
天気図（２年） 

・等加速度運動，等速運動，化学電池，
ＣＯ２排出量，農業生産と人口（３年） 

 

【理科】担当教員と連携し，グラ

フと式の利用に関わる学習の際

に，数学の学習内容を活用させ

る。 

・フックの法則（１年） 

・オームの法則（２年） 

・運動と速度，自由落下（３年） 

 

一次関数のグラフのかき方を学習することを
通して，一次関数の表・式・グラフの関係やつ
ながりについて理解を深める。 

一次関数のグラフをかく。 
⇒切片や傾きの意味とそれ
を利用したグラフのかき
方の習得 

一次関数の式を求める。 
⇒直線のグラフから式の求
め方の習得 
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■これまで学習した事を意図的に活
用させる課題を提示する。 

■表や式，グラフを用いて課題を解
決する課題を提示する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
■先生へより分かりやすく提案する
ために，数学的用語や表・式・グ
ラフ等を用いるよう全体へ確認す
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
■学習内容についてより深い理解を
促し，新しい考えを生み出させる
ために，思考ツールであるコンセ
プトマップを使用し，本単元で学
習した内容を自分なりにまとめる
とともに，本単元の学習を振り返
る。 

 
 
 
 
 

 

この単元開発のポイントとしては，この数学的活動を生徒が主体的 

に取り組むことができるよう，単元を逆向きに設計し，パフォーマン 

ス課題が自力で解決できるような知識・技能や数学的な見方や考え方 

を意図的に前時までの学習に盛り込んだ。また，パフォーマンス課題 

では生徒にも評価基準が見えるよう「表や式，グラフ」を使って提案 

することを求めた。その際，表現力をより高めるための思考ツールと 

して，表やグラフのひな型を用意した。生徒は，より分かりやすい提 

案ができるようこの思考ツールを進んで活用しており，提案の説明の 

中にも，「表では・・・」，「グラフの○○の部分に注目すると」など 

のように，積極的に表や式，グラフを使っている様子が多く見られた。 

この活動を通して，一次関数を用いて具体的な事象を捉え，表現し 

考察することができた。また，本校が育成を目指す資質・能力の一 

つである「思考力・判断力・表現力（相手に分かりやすく伝える力）」 

の高まりを見取ることができた。 

 さらに本校の意識調査においても，「課題発見・解決学習」のうち， 

整理・分析における「授業では，調べたことなどを，図，グラフ，表 

などにまとめています。」という質問に対する肯定的評価がH27年６月 

では，50％に満たなかったのに対し，H29 年 6 月では，67.5％にまで

高めることができた。特に数学科の関数領域ではこの項目との関わり

も強いことから，今後もこの項目にはこだわっていく必要があると考

える。

 

 

 

まとめ・創造・表現（３） 

 

実行，振り返り（２） 

 

一次関数のグラフの読み取
り 
⇒日常的事象を数学的事象
に置き換えて考察する。 

○日常や社会の事象の中には，数学の事象に置
き換えて，考えられるものがたくさんあるん
だね。 

○二つの数量関係をグラフにすることで，値の
変化を読み取ったり，予想したりすることに
使えるんだね。 

学習した事を使って，日常や社会の事象におけ
る問題を，一次関数とみなして考察しようとし
ている。 

【パフォーマンス課題】の
解決及び実行 
⇒先生に最適な料金プラン
の提案 

○これまでに学習したことを使って，△△先生
におすすめな料金プランを説明しよう。 

○△△先生にプレゼンするためには，表・式・
グラフのどれを使えば分かりやすいかな。 

○表は，通話時間毎の使用料がはっきり分かる
ので分かりやすい。 

○グラフは，それぞれの料金プランの使用料の
変化が見やすい。 

学習した事を使って，自分が選んだ先生に最適
の料金プランを提案しようとする。 

本単元の振り返りをする。 
⇒本単元で学習したことを
学びの足跡としてまとめ
たコンセプトマップの作
成 

 

○比例の考え方だけではできなかったことが，
一次関数を使うと解決することができた。ど
ちらも関数だから，表・式・グラフを使えば
関係を考えたり，分かりやすく説明したりす
ることができるのだと分かった。 

○表を用いると，通話時間毎の使用料がはっき
り分かるので分かりやすい。 

○グラフを用いると，通話時間に対するそれぞ
れの料金プランの使用料の変化が見えやす
い。 

学習した内容を振り返り，自分や親の携帯電話
の最適の料金プランを考えようとする。 

【単元開発及び生徒の変容】 

単元の終末における生徒の振り返り 


